
 

２ 生計 
 
（１） 毎月の生活費 
 
 一ヵ月当たりの生活費をみると、「10～15 万円未満」が 24.0％、「15～20 万円未
満」が 23.7％となっている。 
 一人暮らしでは「5～10 万円未満」が 36.3％と高く、次いで「10～15 万円未満」
30.3％、「15～20 万円未満」15.0％となり、夫婦世帯では「15～20 万円未満」が
28.8％と高く、次いで「10～15 万円未満」20.3％、「20～25 万円未満」18.0％とな
っている。 
  
表２－１ 毎月の生活費 
                
                
                

総 数 ５万円未
満 

５～10万
円未満 

10～15万
円未満 

15～20万
円未満 

20～25万
円未満 

25～30万
円未満 

30～35万
円未満 

35～40万
円未満 

【総    数】 2,203 2.8 19.3 24.0 23.7 13.8 8.8 2.4 1.3 
【同居形態別】          
一人暮らし 812 6.8 36.3 30.3 15.0 6.5 1.7 0.6 0.1 
夫婦世帯 1,391 0.5 9.3 20.3 28.8 18.0 12.9 3.5 1.9 
【都市規模別】          
大都市 505 1.6 14.7 23.2 23.6 15.4 11.7 3.0 1.4 
中都市 705 2.6 17.0 21.6 24.7 15.0 8.4 3.7 2.1 
小都市 421 3.3 19.7 24.7 23.3 15.2 9.5 1.0 1.2 
町 村 572 3.8 25.9 27.3 23.1 9.6 6.1 1.4 0.2 
【性別】          
 男 878 1.0 11.7 22.4 26.8 16.3 12.2 3.2 1.9 
 女 1,325 4.0 24.3 25.1 21.7 12.1 6.5 1.9 0.8 
【年齢階級別】          
６０～ ６４歳 411 1.7 11.2 18.2 28.0 18.7 11.9 3.2 1.9 
６５～ ６９歳 690 1.0 15.9 23.6 25.5 15.8 10.9 1.9 1.6 
７０～ ７４歳 532 1.9 19.0 26.5 24.1 12.6 7.9 3.6 0.8 
７５～ ７９歳 370 4.6 28.1 25.7 19.5 10.8 4.9 1.4 1.1 
８０歳 以上 200 10.5 32.0 27.5 16.0 5.0 4.5 1.5 0.5 
【健康状態別】          
良 い 563 1.6 12.4 21.0 25.8 18.3 11.4 2.5 2.5 
まあ良い 544 3.3 16.9 25.6 24.4 15.1 7.4 2.6 0.9 
普 通 540 3.0 20.0 23.0 23.7 13.5 10.4 2.0 1.1 
あまり良くない 451 3.1 27.1 26.6 21.5 8.0 6.4 2.7 0.7 
良くない 99 5.1 32.3 26.3 17.2 9.1 4.0 2.0 - 
【住居形態別】          
持家（計） 1,876 2.9 17.7 22.6 24.5 14.0 9.9 2.6 1.4 
借家（計） 326 2.1 28.2 32.2 19.3 12.6 2.1 1.2 0.3 
一戸建て（計） 1,902 2.9 18.0 23.6 24.4 13.7 9.5 2.5 1.3 
集合住宅（計） 293 1.7 26.6 27.3 19.8 13.7 4.4 1.7 1.4 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

（続き）            
                

４０万円 
以上 

無回答 ２５万円
以上
（計）  

【総    数】 1.8 2.2 14.2 
【同居形態別】    
一人暮らし 0.6 2.0 3.1 
夫婦世帯 2.4 2.3 20.7 
【都市規模別】    
大都市 2.8 2.8 18.8 
中都市 2.8 2.1 17.0 
小都市 0.7 1.4 12.4 
町 村 0.3 2.3 8.0 
【性別】    
 男 1.8 2.6 19.1 
 女 1.7 1.9 10.9 
【年齢階級別】    
６０～ ６４歳 2.9 2.2 20.0 
６５～ ６９歳 2.2 1.6 16.5 
７０～ ７４歳 1.1 2.6 13.3 
７５～ ７９歳 1.6 2.4 8.9 
８０歳 以上 - 2.5 6.5 
【健康状態別】    
良 い 3.0 1.6 19.4 
まあ良い 1.5 2.4 12.3 
普 通 1.3 2.0 14.8 
あまり良くない 1.3 2.7 11.1 
良くない 1.0 3.0 7.1 
【住居形態別】    
持家（計） 2.0 2.3 15.9 
借家（計） 0.6 1.2 4.3 
一戸建て（計） 1.8 2.3 15.0 
集合住宅（計） 1.7 1.7 9.2 

 



 

（２） 主な収入源 
 
 現在の生活費をまかなっている主な収入源をみると、「公的な年金（国民年金、
厚生年金など）」が 89.4％に達し最も高く、次いで「就業による収入」が 30.1％、
「預貯金の引出し」が 14.6％となっている。 
 同居形態別にみると、一人暮らしでは「公的な年金」が 88.2％と最も多く、次い
で「就業による収入」19.2％、「預貯金の引出し」14.8％となり、夫婦世帯では
「公的な年金」が 90.2％と最も多く、次いで「就業による収入」36.5％、「預貯金
の引出し」14.5％で、一人暮らしより夫婦世帯で「就業による収入」が高い。 
 都市規模別にみると、「就業による収入」は町村で高い。 
 年齢階級別にみると、「公的な年金」は 65 歳以上では 9 割以上を占め、「恩給」
は 75 歳以上で高く、「就業による収入」は年齢の低い人ほど高く、60～64 歳で
55.2％と半数強に達している。 
 職業別にみると、有職では「就業による収入」が 89.7％と高く、次いで「公的な
年金」79.7％となり、無職では「公的な年金」が 93.1％と最も高く、次いで「預貯
金の引出し」17.5％となっている。 
 平成６年度の調査と比較すると、総数では「就業による収入」が 2.2 ポイント低
下、「子供などからの援助」が 2.7 ポイント低下し、「公的な年金」が 1.7 ポイン
ト上昇している。次に、一人暮らしでは「子供などからの援助」が 5.2 ポイント低
下、「預貯金の引出し」が 4.1 ポイント低下し、「公的な年金」が 2.1 ポイント上
昇している。一方、夫婦世帯では「恩給」が 2.5 ポイント低下、「就業による収
入」が 2.1 ポイント低下し、「預貯金の引出し」が 2.3 ポイント上昇している。 
 
 
 

 



 

表２－２ 主な収入源 
                 
                 
                 

総 数 就業によ
る収入 

公的な年
金 

恩給 私的な年
金 

預貯金の
引出し 

利子・配
当金など
の収入 

家賃・地
代などの
収入 

子供など
からの援
助 

【総    数】 2,203 30.1 89.4 5.3 5.4 14.6 3.0 5.2 4.3 
【同居形態別】          
一人暮らし 812 19.2 88.2 6.3 2.8 14.8 2.0 4.4 6.3 
夫婦世帯 1,391 36.5 90.2 4.7 7.0 14.5 3.5 5.6 3.2 
【都市規模別】          
大都市 505 26.5 87.3 5.1 5.1 11.3 3.8 7.3 3.6 
中都市 705 24.8 89.6 5.4 6.7 19.3 4.3 5.7 3.5 
小都市 421 32.1 89.3 5.9 7.6 14.7 2.6 6.2 4.3 
町 村 572 38.5 91.1 4.7 2.6 11.5 0.9 1.9 5.9 
【性別】          
 男 878 36.2 88.8 4.6 5.8 13.0 2.6 4.7 2.8 
 女 1,325 26.1 89.8 5.7 5.2 15.6 3.2 5.5 5.3 
【年齢階級別】          
６０～ ６４歳 411 55.2 71.0 1.0 7.5 11.9 3.6 5.4 3.2 
６５～ ６９歳 690 35.8 92.9 1.7 5.9 14.9 2.5 4.6 2.0 
７０～ ７４歳 532 22.0 95.3 5.8 5.8 17.1 3.8 5.5 5.3 
７５～ ７９歳 370 15.4 92.4 11.1 4.1 14.9 2.7 4.3 4.3 
８０歳 以上 200 8.0 94.0 14.0 1.0 11.5 1.5 7.5 12.0 
【健康状態別】          
良 い 563 40.0 89.2 4.8 4.1 13.5 4.3 4.8 2.0 
まあ良い 544 32.0 89.7 6.4 4.6 15.1 2.8 5.1 5.1 
普 通 540 31.5 88.1 4.3 9.3 14.8 3.9 5.9 4.1 
あまり良くない 451 16.9 91.1 5.5 4.0 15.5 0.7 4.7 6.0 
良くない 99 16.2 87.9 6.1 4.0 12.1 2.0 6.1 7.1 
【職業別】          
有 職  610 89.7 79.7 2.5 4.3 7.0 1.0 5.4 2.8 
無 職 1,590 7.4 93.1 6.3 5.9 17.5 3.7 5.0 4.9 
【住居形態別】          
持家（計） 1,876 31.1 90.6 5.8 5.8 14.9 3.4 6.0 4.1 
借家（計） 326 24.8 82.5 2.5 3.7 12.9 0.6 0.6 5.5 
一戸建て（計） 1,902 31.2 90.4 5.7 5.7 15.2 2.9 5.6 4.3 
集合住宅（計） 293 22.9 83.6 2.4 4.1 10.6 3.4 2.7 4.4 
【平成６年度調査比較】          
平成11年度(平成6年度対応総数) 1,910 26.0 93.2 6.0 5.4 15.1 2.9 5.4 4.5 
平成11年度(平成6年度対応一人暮らし) 699 15.7 92.1 7.3 2.9 14.9 1.9 4.6 6.3 
平成11年度(平成6年度対応夫婦世帯) 1,211 31.9 93.8 5.2 6.9 15.2 3.5 5.9 3.5 
平成６年度総数 2,089 28.2 91.5 8.0 4.2 15.1 4.8 6.1 7.2 
平成６年度一人暮らし 748 17.8 90.0 8.7 2.5 19.0 5.3 6.6 11.5 
平成６年度夫婦世帯 1,341 34.0 92.4 7.7 5.1 12.9 4.5 5.8 4.8 

 
（続き） 
                 

生活保
護  

その他 無回答 回答計 

【総    数】 1.9 0.4 0.0 159.6 
【同居形態別】     
一人暮らし 4.4 0.5 0.1 149.0 
夫婦世帯 0.4 0.3 0.0 165.8 
【都市規模別】     
大都市 2.8 0.0 0.0 152.9 
中都市 2.1 0.3 0.1 161.8 
小都市 1.9 0.5 0.0 165.1 
町 村 0.9 0.7 0.0 158.7 

   
 

 
 



 

（続き） 
                 

生活保
護  

その他 無回答 回答計 

【性別】     
 男 1.6 0.5 - 160.6 
 女 2.1 0.3 0.1 158.9 
【年齢階級別】     
６０～ ６４歳 1.2 1.0 0.0 161.1 
６５～ ６９歳 1.7 0.3 0.0 162.5 
７０～ ７４歳 1.3 0.0 0.0 161.8 
７５～ ７９歳 3.0 0.3 0.3 152.7 
８０歳 以上 3.5 0.5 0.0 153.5 
【健康状態別】     
良 い 0.4 0.2 - 163.1 
まあ良い 1.1 0.2 - 162.1 
普 通 1.1 0.4 0.2 163.5 
あまり良くない 5.1 0.9 - 150.3 
良くない 5.1 - - 146.5 
【職業別】     
有 職  0.2 0.0 0.0 192.5 
無 職 2.6 0.5 0.1 147.0 
【住居形態別】     
持家（計） 0.6 0.3 0.1 162.5 
借家（計） 9.5 0.6 - 143.3 
一戸建て（計） 0.8 0.4 0.1 162.3 
集合住宅（計） 8.5 0.3 - 143.0 
【平成６年度調査比較】     
平成11年度(平成6年度対応総数) 1.9 0.3 0.1 160.7 
平成11年度(平成6年度対応一人暮らし) 4.7 0.3 0.1 150.8 
平成11年度(平成6年度対応夫婦世帯) 0.3 0.2 0.0 166.4 
平成６年度総数 1.2 0.8 - 167.2 
平成６年度一人暮らし 3.2 1.5 - 166.0 
平成６年度夫婦世帯 0.1 0.4 - 167.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

（３） 高齢者の就労 
 
 一般論として、何歳くらいまで収入のある仕事をするのがよいと思うかをみると、
「65 歳くらいまで」が 29.8％と高く、次いで「年齢にこだわらず、元気ならいつま
でも働く方がよい」28.2％、「70 歳くらいまで」24.7％となっている。 
 同居形態別にみると、一人暮らしでは「年齢にこだわらず、元気ならいつまでも
働く方がよい」が 30.0％と高く、次いで「65 歳くらいまで」27.6％、「70 歳くらい
まで」21.6％となっており、夫婦世帯では、「65 歳くらいまで」が 31.1％と高く、
次いで「年齢にこだわらず、元気ならいつまでも働く方がよい」27.2％、「70 歳く
らいまで」26.6％となっている。 
 年齢階級別にみると、「65 歳くらいまで」の割合は 60～64 歳で 38.4％と高く、
一方「年齢にこだわらず、元気ならいつまでも働く方がよい」の割合は 80 歳以上で
36.0％と高い。 
 職業別にみると、「60 歳くらいまで」と「65 歳くらいまで」の割合は無職で高く、
「年齢にこだわらず、元気ならいつまでも働く方がよい」の割合は有職で高い。 
 平成６年度の調査と比較すると、「年齢にこだわらず、元気ならいつまでも働く
方がよい」は総数では 6.9 ポイント低下し、一人暮らしで 7.6 ポイント、夫婦世帯
で 6.5 ポイント低下している。一方、「65 歳くらいまで」が総数で 3.4 ポイント上
昇し、夫婦世帯で 4.4 ポイント上昇している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

表２－３ 高齢者の就労 
 総 数 ６０歳く

らいまで 
６５歳く
らいまで 

７０歳く
らいまで 

７５歳く
らいまで 

元気なら
いつまで
も働く方
がよい 

その他 わからな
い 

【総    数】 2,203 7.9 29.8 24.7 5.0 28.2 0.4 3.9 
【同居形態別】         
一人暮らし 812 9.0 27.6 21.6 4.8 30.0 0.1 6.9 
夫婦世帯 1,391 7.3 31.1 26.6 5.2 27.2 0.6 2.1 
【都市規模別】         
大都市 505 7.9 29.7 27.9 3.6 25.3 - 5.5 
中都市 705 8.1 30.6 24.4 4.5 28.1 0.4 3.8 
小都市 421 8.8 30.6 22.8 2.6 30.4 0.7 4.0 
町 村 572 7.2 28.1 23.8 8.7 29.4 0.5 2.3 
【性別】         
 男 878 5.5 30.4 28.1 6.3 27.0 0.5 2.3 
 女 1,325 9.6 29.4 22.5 4.2 29.1 0.4 4.9 
【年齢階級別】         
６０～ ６４歳 411 7.3 38.4 26.0 0.7 25.3 0.2 1.9 
６５～ ６９歳 690 7.5 29.0 26.2 5.4 28.4 0.4 3.0 
７０～ ７４歳 532 9.0 29.7 21.8 8.6 27.3 0.6 3.0 
７５～ ７９歳 370 8.1 28.1 25.9 4.9 28.4 0.5 4.1 
８０歳 以上 200 7.5 18.0 22.5 3.5 36.0 0.0 12.5 
【健康状態別】         
良 い 563 7.5 28.8 25.6 5.9 29.7 0.7 2.0 
まあ良い 544 7.2 31.3 28.7 3.7 25.9 0.4 2.9 
普 通 540 6.9 30.2 24.8 4.4 30.0 0.4 3.3 
あまり良くない 451 11.5 30.4 18.8 6.2 26.6 0.2 6.2 
良くない 99 5.1 21.2 24.2 6.1 31.3 - 12.1 
【職業別】         
有 職  610 2.3 18.0 28.4 8.7 40.5 0.7 1.5 
無 職 1,590 10.1 34.3 23.3 3.6 23.6 0.3 4.7 
【住居形態別】         
持家（計） 1,876 8.4 30.4 24.9 4.8 27.6 0.5 3.4 
借家（計） 326 5.5 26.1 23.6 6.4 31.6 - 6.7 
一戸建て（計） 1,902 8.4 30.3 24.8 5.0 27.9 0.5 3.2 
集合住宅（計） 293 5.1 26.6 24.6 5.5 29.7 - 8.5 
【平成６年度調査比較】         
平成11年度(平成6年度対応総数) 1,910 8.2 28.7 24.3 5.7 28.5 0.4 4.1 
平成11年度(平成6年度対応一人暮らし) 699 9.3 26.2 21.6 5.6 29.8 0.1 7.4 
平成11年度(平成6年度対応夫婦世帯) 1,211 7.5 30.1 25.9 5.8 27.8 0.6 2.2 
平成６年度総数 2,089 7.9 25.3 22.7 5.6 35.4 0.3 2.9 
平成６年度一人暮らし 748 7.4 24.7 19.4 6.4 37.4 0.3 4.4 
平成６年度夫婦世帯 1,341 8.1 25.7 24.5 5.1 34.3 0.3 2.0 

 
 



 

（４） 資産の譲渡 
 
 土地・家屋などの資産を譲るとした場合、老後の世話をしてくれたかどうかを考
慮するかみると、「老後の世話をしたかどうかに関係なく相続させる」が 41.9％を
占め、「実際に老後の世話をしたかどうかによって差をつけて相続させる」が
29.1％となっている。 
 同居形態別にみると、一人暮らしでは「老後の世話をしたかどうかに関係なく相
続させる」が 36.3％、「実際に老後の世話をしたかどうかによって差をつけて相続
させる」が 27.2％となっている。一方、夫婦世帯では「老後の世話をしたかどうか
に関係なく相続させる」が 45.2％と高く、「実際に老後の世話をしたかどうかによ
って差をつけて相続させる」が 30.3％となっている。 
 都市規模別にみると、「老後の世話をしたかどうかに関係なく相続させる」の割
合は町村で 50.0％を占め、都市規模が小さいほど高い。 
 平成６年度の調査と比較すると、「老後の世話をしたかどうかに関係なく相続さ
せる」は総数で 6.5 ポイント上昇し、一人暮らしで 7.7 ポイント、夫婦世帯で 5.9
ポイント上昇している。これに対して、「実際に老後の世話をしたかどうかによっ
て差をつけて相続させる」が総数で 3.9 ポイント低下し、一人暮らしで 8.0 ポイン
ト、夫婦世帯で 1.6 ポイント低下している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

表２－４ 資産の譲渡 
                 
                 
                 
                 

総 数 世話をした
かに関係な
く相続させ
る 

世話をした
かによって
差をつけて
相続させる 

どちらとも
いえない 

わからない 

【総    数】 2,203 41.9 29.1 17.3 11.6 
【同居形態別】      
一人暮らし 812 36.3 27.2 20.1 16.4 
夫婦世帯 1,391 45.2 30.3 15.7 8.8 
【都市規模別】      
大都市 505 30.9 31.3 25.0 12.9 
中都市 705 42.3 29.8 15.7 12.2 
小都市 421 43.7 30.4 15.4 10.5 
町 村 572 50.0 25.5 14.0 10.5 
【性別】      
 男 878 45.1 28.2 18.1 8.5 
 女 1,325 39.8 29.7 16.8 13.6 
【年齢階級別】      
６０～ ６４歳 411 39.9 32.1 15.3 12.7 
６５～ ６９歳 690 40.7 31.6 16.1 11.6 
７０～ ７４歳 532 41.2 28.6 19.9 10.3 
７５～ ７９歳 370 47.6 25.1 17.3 10.0 
８０歳 以上 200 42.0 23.5 19.0 15.5 
【健康状態別】      
良 い 563 46.0 29.5 16.0 8.5 
まあ良い 544 43.0 28.5 18.2 10.3 
普 通 540 39.6 30.0 15.9 14.4 
あまり良くない 451 39.7 29.3 19.7 11.3 
良くない 99 34.3 25.3 18.2 22.2 
【住居形態別】      
持家（計） 1,876 45.5 29.4 16.0 9.1 
借家（計） 326 21.8 27.6 24.8 25.8 
一戸建て（計） 1,902 45.1 29.5 16.2 9.1 
集合住宅（計） 293 22.5 27.0 24.2 26.3 
【平成６年度調査比較】      
平成11年度(平成6年度対応総数) 1,910 42.7 28.7 17.3 11.3 
平成11年度(平成6年度対応一人暮らし) 699 37.9 26.6 19.9 15.6 
平成11年度(平成6年度対応夫婦世帯) 1,211 45.5 29.9 15.8 8.8 
平成６年度総数 2,089 36.2 32.6 17.2 14.0 
平成６年度一人暮らし 748 30.2 34.6 19.0 16.2 
平成６年度夫婦世帯 1,341 39.6 31.5 16.2 12.8 

 
 
 


